
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
二
〇
〇
三
年
'
奏
演
と
研
究

｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
　
(
寛
政
元
年
へ
一
七
八
九
)
年
､
道
頓
堀
大
西
芝
居
豊
竹
此
吉
座
初
演
､
十

巻
物
)
　
の
文
楽
復
活
通
し
上
演
企
画
が
､
東
京
国
立
劇
場
で
検
討
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
｡
昭

和
四
十
年
代
二
九
六
五
～
七
四
)
　
の
こ
と
と
記
憶
す
る
｡

｢
復
活
通
し
の
場
合
､
む
つ
か
し
い
の
が
T
来
作
住
家
｣
だ
｣
と
い
う
当
時
の
制
作
担
当
山
田
庄
一

氏
の
言
葉
か
ら
は
､
｢
来
作
住
家
｣
以
外
の
｢
芥
川
｣
｢
壬
生
村
｣
｢
竹
中
砦
｣
等
は
復
活
し
易
い
の
で

あ
ろ
う
と
も
思
わ
れ
た
｡
昭
和
三
十
三
年
道
頓
堀
文
楽
座
で
､
｢
石
川
五
右
衛
門
｣
　
の
外
題
の
も
と
に
'

(
-
)

｢
壬
生
村
｣
ほ
か
｢
芥
川
｣
｢
足
利
御
殿
｣
な
ど
短
い
場
と
併
せ
て
計
五
段
が
演
じ
ら
れ
た
例
も
あ
-
'

こ
れ
を
利
用
で
き
る
所
は
利
用
し
て
'
｢
来
作
住
家
｣
｢
竹
中
砦
｣
｢
壬
生
村
｣
を
柱
と
す
る
､
ま
と
も

な
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
通
し
上
演
を
行
な
う
こ
と
は
'
当
時
の
国
立
劇
場
で
は
'
十
分
現
実
性
を

持
つ
話
で
あ
っ
た
｡
一
方
昭
和
五
十
九
年
に
開
場
し
た
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
で
は
'
と
も
か
-
｢
竹

中
砦
｣
だ
け
は
上
演
に
こ
ぎ
つ
け
よ
う
t
と
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
｡

東
京
で
も
大
阪
で
も
'
二
十
一
世
紀
に
入
っ
た
現
在
で
も
､
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
で
｢
木
下
蔭
狭
間

合
戦
｣
の
上
演
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
'
｢
竹
中
砦
｣
の
切
場
の
素
浄
瑠
璃
は
'
二
〇
〇
三
年
五

月
三
十
一
日
'
国
立
文
楽
劇
場
､
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
に
お
い
て
実
現
し
た
｡
太
夫
竹
本
綱
大
夫
'

三
味
線
鶴
揮
清
二
郎
｡
昭
和
九
年
以
来
､
約
七
十
年
ぶ
り
の
'
文
楽
劇
場
に
お
け
る
｢
竹
中
砦
｣
復

曲
奏
演
で
あ
る
｡

2
1
世
紀
c
o
E
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
古
典
演
劇
研
究
･
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
研
究
会
で
は
､
二
〇
〇
二

年
度
か
ら
浄
瑠
璃
の
復
元
的
研
究
課
題
作
の
一
つ
に
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
を
挙
げ
て
検
討
し
て
い

た
｡
幸
い
に
竹
本
綱
大
夫
･
鶴
淳
清
二
郎
両
師
の
御
快
諾
を
得
て
'
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
　
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
'
二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
､
早
稲
田
大
学
小
野
記
念
講
堂
､
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹

中
砦
の
段
｣
復
曲
奏
演
が
実
現
し
'
併
せ
て
大
阪
奏
演
に
先
立
つ
五
月
二
十
一
日
と
'
東
京
奏
演
後

の
二
〇
〇
四
年
二
月
十
日
'
二
回
に
わ
た
る
竹
本
綱
大
夫
師
の
｢
竹
中
砦
｣
復
曲
を
め
ぐ
る
講
演
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
研
究
会
で
は
'
複
数
の
参
加
者
が
'
大
阪
'
東
京
両
奏
演
と
綱
大
夫

師
の
二
回
の
講
演
を
聴
き
'
｢
竹
中
砦
｣
の
作
品
論
'
演
出
論
､
曲
風
論
等
の
発
表
'
討
論
を
行
な
っ
た
｡

こ
の
う
ち
'
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
1
日
の
講
演
に
つ
い
て
は
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
Ⅲ
に
｢
竹

本
綱
大
夫
師
･
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
竹
中
砦
の
段
復
曲
へ
の
取
り
組
み
｣
　
(
飯
島
満
文
責
｡
以
下
､

網
大
夫
①
と
略
記
)
､
二
〇
〇
四
年
二
月
十
日
の
講
演
に
つ
い
て
は
紀
要
Ⅴ
　
(
本
誌
一
四
三
頁
)
　
に
'

｢
竹
本
綱
大
夫
師
-
｢
竹
中
砦
の
こ
と
'
先
師
の
こ
と
｣
⊥
(
飯
島
満
文
責
｡
綱
大
夫
②
と
略
記
)
が

掲
載
さ
れ
､
飯
島
満
｢
虚
構
の
中
の
桶
狭
間
-
『
木
下
蔭
狭
間
合
戟
』
小
論
⊥
の
論
文
も
紀
要
Ⅲ
に

収
め
ら
れ
て
い
る
｡
本
稿
で
は
'
こ
れ
ら
の
報
告
'
研
究
の
補
足
も
含
め
'
二
〇
〇
三
年
度
研
究
会

に
お
け
る
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
演
出
･
曲
風
を
め
ぐ
る
復
元
的
研
究
の
概
要
と
復

曲
奏
演
の
報
告
を
記
し
て
お
き
た
い
｡

二

浄
瑠
璃
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
が
劇
場
な
い
し
講
堂
で
'
聴
衆
を
前
に
奏
漬
さ
れ

た
の
は
'
昭
和
九
　
(
一
九
三
四
)
　
年
､
四
ツ
橋
文
楽
座
以
来
約
七
十
年
ぶ
り
で
あ
る
が
'
N
H
K
ラ

ジ
オ
で
は
昭
和
四
十
　
(
一
九
六
五
)
　
年
九
月
二
十
三
日
に
､
故
四
世
竹
本
津
大
夫
･
故
六
世
鶴
揮
寛

(
2
)

治
に
よ
り
｢
竹
中
砦
｣
切
場
が
放
送
さ
れ
て
い
る
｡
演
奏
前
に
'
故
人
世
竹
本
綱
大
夫
(
聞
き
手
山

川
静
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)
　
の
解
説
芸
談
が
あ
-
､
そ
の
芸
談
は
山
川
静
夫
著
『
綱
大
夫
四
季
』
　
(
昭
和

四
十
九
年
)
　
に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
文
責
者
内
山
も
昭
和
四
十
年
九
月
二
十
三
日
の
放
送
は
直
接
聴

:cs>:

い
た
｡
今
回
､
綱
大
夫
師
も
津
大
夫
･
寛
治
の
｢
竹
中
砦
｣
録
音
テ
ー
プ
を
繰
-
返
し
聴
き
､
多
大

の
示
唆
を
得
た
が
､
｢
麓
さ
ん
の
も
の
で
す
か
ら
､
も
う
少
し
こ
っ
て
-
と
し
た
浄
瑠
璃
に
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
｣
(
綱
大
夫
①
)
と
も
考
え
る
に
至
っ
た
｡
事
実
'
綱
大
夫
･
清
二
郎
の
｢
竹

中
砦
｣
は
､
津
大
夫
･
寛
治
の
そ
れ
と
は
'
か
な
-
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

2
1
世
紀
c
o
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
'
古
典
演
劇
研
究
　
(
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
)
　
コ
ー
ス
の
｢
｢
風
｣
研
究
の

原
点
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
　
の
解
読
｣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
'
第
一
回
　
(
二
〇
〇
三
年
四
月
二
十
二
日
)
'

第
二
回
　
(
五
月
二
十
七
日
)
'
第
八
回
　
(
十
一
月
二
十
五
日
)
､
第
九
回
　
(
十
二
月
十
六
日
)
　
の
研
究

会
に
お
い
て
'
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
　
の
検
討
が
行
な
わ
れ
た
｡
研
究
会
の
構
成
員
は

教
員
(
内
山
美
樹
子
･
桜
井
弘
･
川
口
節
子
･
飯
島
満
)
､
研
究
協
力
者
､
c
O
E
特
別
研
究
生
'
準

研
究
生
等
合
わ
せ
て
二
十
名
か
ら
十
七
名
で
あ
っ
た
｡

こ
の
し
た
か
げ
は
ぎ
ま
が
っ
せ
ん

第
1
回
･
第
二
回
の
研
究
会
で
は
'
司
会
進
行
役
で
あ
る
桜
井
弘
氏
が
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
七
っ

た
け
な
か
と
り
で

目
　
竹
中
砦
の
段
｣
　
の
端
場
(
｢
行
-
空
の
｣
～
｢
心
の
｣
)
､
切
場
(
｢
内
こ
そ
'
切
な
け
れ
｡
｣
～
｢
武
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名
の
程
こ
そ
類
な
き
｣
)
　
の
'
奏
演
を
想
定
し
た
台
本
を
提
示
し
'
人
形
十
二
体
の
カ
シ
ラ
割
り
や
'

登
場
人
物
の
舞
台
に
お
け
る
位
置
関
係
'
登
退
場
の
手
順
､
道
具
の
使
わ
れ
方
等
に
つ
い
て
'
出

席
者
の
見
解
を
聞
き
'
整
理
し
た
｡
主
人
公
竹
中
官
兵
衛
の
カ
シ
ラ
は
'
綱
大
夫
師
が
｢
鬼
一
だ
と

考
え
て
い
ま
す
｣
　
(
綱
大
夫
①
)
　
と
述
べ
､
出
席
者
の
多
-
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
が
､
古
い
写
真

(
一
五
五
頁
参
照
)
　
で
は
団
七
の
よ
う
に
も
見
え
る
｡
ち
な
み
に
永
田
衡
書
著
『
日
本
の
人
形
芝
居
』

3
引
･
･
凡

(
昭
和
四
十
四
年
)
に
転
載
す
る
明
治
期
江
戸
系
人
形
芝
居
関
係
の
カ
シ
ラ
の
項
に
｢
た
ば
こ
屋
｣
｢
肉
､

ア
オ
チ
､
ヨ
リ
目
○
竹
中
官
兵
衛
･
那
須
八
郎
｣
と
あ
る
が
'
｢
た
ば
こ
屋
｣
が
ど
の
よ
う
な
カ
シ
ラ

か
は
未
考
｡
倉
田
喜
弘
編
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』
　
(
平
成
三
年
｡
対
象
は
明
治
三
十
六
年
ま
で
)
　
に

は
'
明
治
十
年
二
月
と
二
十
七
年
六
月
に
｢
竹
中
砦
｣
を
含
む
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
通
し
上
演
　
(
塞

厳
島
越
前
堀
と
新
声
館
)
を
記
載
す
る
｡

官
兵
衛
の
妻
関
路
､
娘
千
里
'
左
枝
犬
清
'
小
田
春
永
と
此
下
当
書
(
久
吉
)
　
の
カ
シ
ラ
は
､
綱

ふ
け

大
夫
①
に
そ
れ
ぞ
れ
'
老
女
形
'
娘
'
源
太
'
検
非
違
使
'
検
非
違
使
と
し
て
い
る
｡
斎
藤
義
龍
に

つ
い
て
は
'
綱
大
夫
①
で
は
､
文
七
と
し
な
が
ら
考
慮
の
余
地
を
残
し
て
い
る
が
'
大
笑
い
の
あ
る
､

老
人
以
外
の
役
は
､
ロ
ア
キ
文
七
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
｡

問
題
は
三
人
の
注
進
の
カ
シ
ラ
で
あ
る
｡
｢
竹
中
砦
｣
は
注
進
が
三
人
出
る
　
(
太
夫
･
三
味
線
が
非

常
な
体
力
を
要
す
る
)
曲
で
知
ら
れ
る
｡
三
人
の
中
で
､
最
も
重
い
垂
井
藤
太
(
二
番
目
)
を
'
吉

T
l
二

田
文
雀
師
は
鬼
若
と
し
て
い
る
｡
一
番
目
の
大
垣
三
郎
は
陀
羅
助
､
最
後
の
四
の
宮
源
吾
は
検
非
違

使
､
で
あ
ろ
う
か
｡
端
場
の
腰
元
二
人
は
､
お
す
は
が
お
ふ
-
､
お
す
き
が
娘
t
が
定
型
で
あ
る
｡

舞
台
面
は
　
『
義
太
夫
年
表
　
明
治
篇
』
　
に
収
め
ら
れ
た
複
数
の
道
具
帳
の
図
と
､
明
治
三
十
八
年

四
月
､
御
霊
文
楽
座
舞
台
写
真
と
に
よ
れ
ば
'
ま
ず
逆
勝
手
で
上
手
に
陣
門
'
下
手
に
障
子
ま
た
は

J
･
-
I

襖
の
一
間
'
下
手
寄
り
の
軒
に
藤
棚
'
明
治
十
八
年
一
月
文
楽
座
の
道
具
帳
で
は
'
上
手
陣
門
近
-

に
蜂
火
台
の
指
定
が
あ
る
｡
正
面
の
襖
は
義
龍
の
出
ま
で
開
か
な
い
は
ず
で
あ
る
｡

｢
木
下
蔭
狭
間
合
戟
｣
は
人
形
浄
瑠
璃
の
本
拠
地
大
阪
で
'
明
治
期
ま
で
建
(
通
し
)
狂
言
と
し
て

上
演
頻
度
の
高
い
作
品
で
あ
っ
た
｡
大
正
期
十
五
年
間
に
も
文
楽
座
で
二
回
'
非
文
楽
で
一
回
'
計

三
回
通
し
上
演
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
'
昭
和
期
は
'
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
は
､
文
楽
座
で
九
年
に

ニ

-

～

｢
竹
中
砦
｣
一
場
'
三
十
三
年
に
｢
壬
生
村
｣
と
そ
の
前
後
t
が
上
漬
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
O

三

五
月
三
十
一
日
大
阪
'
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
､
昭
和
四
十
年
の
放
送
に
携
わ
っ
た

高
木
浩
志
氏
が
'
｢
竹
中
砦
｣
の
太
夫
'
三
味
線
に
関
し
､
筒
に
し
て
要
を
得
た
具
体
的
な
解
説
を
書

い
て
い
る
　
(
｢
伝
承
と
表
現
　
こ
ぼ
れ
話
｣
)
｡
高
木
氏
は
『
文
楽
　
文
楽
協
会
創
立
四
十
周
年
･
ユ
ネ

ス
コ
　
｢
人
類
の
口
承
及
び
無
形
遺
産
の
傑
作
｣
宣
言
を
記
念
し
て
　
-
　
』
　
(
二
〇
〇
四
年
春
'
文
楽
協

会
)
　
で
も
､
九
代
竹
本
綱
大
夫
の
条
で
'
｢
十
五
年
五
月
公
演
｡
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
極
め
て
過

な
が
つ
ぼ
ね

酷
と
誰
も
が
言
う
『
長
局
』
を
勤
め
な
が
ら
'
僅
か
五
日
後
に
'
約
七
十
年
振
-
の
大
曲
中
の
大
曲

た

け

な

か

と

り

で

す

じ

ょ

う

る

り

『
竹
中
砦
』
を
､
素
浄
瑠
璃
で
語
っ
た
｡
伝
承
の
責
任
感
の
発
露
で
あ
る
｡
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

五
月
三
十
一
日
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
の
曲
目
は
､
｢
竹
中
砦
｣
　
の
ほ
か
｢
柳
｣
と
｢
壷
坂
｣
､
国
立

文
楽
劇
場
の
客
席
は
'
七
割
程
度
埋
ま
っ
て
い
た
｡
東
京
国
立
劇
場
の
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
は
､
前

売
開
始
か
ら
数
日
で
完
売
と
な
る
｡
そ
れ
だ
け
に
'
た
ま
に
は
珍
し
い
曲
を
出
し
て
は
ど
う
か
t
と

誰
し
も
思
う
が
､
大
阪
で
復
活
さ
れ
た
｢
日
蓮
聖
人
御
法
海
　
勘
作
住
家
｣
　
(
綱
大
夫
･
清
二
郎
｡

一
九
九
九
年
素
浄
瑠
璃
'
二
〇
〇
一
年
文
楽
公
演
)
　
す
ら
､
い
ま
だ
に
東
京
で
は
取
-
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
｡
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
が
'
と
も
か
-
も
｢
竹
中
砦
｣
を
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
と
い
う
正
式

公
演
の
演
目
に
上
せ
た
こ
と
は
'
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

大
阪
｢
竹
中
砦
｣
奏
演
の
こ
ま
か
い
点
に
つ
い
て
は
､
東
京
奏
演
の
報
告
で
も
必
要
に
応
じ
て
触

れ
る
こ
と
に
す
る
が
'
ま
ず
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
､
前
記
の
如
-
'
綱
大
夫
･
清
二
郎
の
｢
竹

中
砦
｣
と
津
大
夫
･
寛
治
の
｢
竹
中
砦
｣
と
は
､
か
な
り
趣
き
が
違
う
､
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
次

に
綱
大
夫
は
｢
大
御
所
｣
　
(
高
木
)
　
で
あ
る
か
ら
'
初
役
で
も
相
当
の
も
の
は
聴
か
せ
て
く
れ
る
は
ず

で
あ
-
'
事
実
聴
か
せ
て
-
れ
た
が
'
三
味
線
の
清
二
郎
が
'
三
十
八
歳
の
若
さ
で
､
綱
大
夫
の
指

導
と
故
人
の
録
音
を
手
が
か
り
に
､
こ
の
大
曲
を
よ
-
ぞ
こ
こ
ま
で
物
に
し
た
､
と
い
う
の
が
､
昭

和
四
十
年
津
大
夫
･
寛
治
の
演
奏
を
聴
い
て
い
る
人
た
ち
の
評
で
あ
-
､
我
々
も
同
感
で
あ
る
｡

津
大
夫
･
寛
治
と
綱
大
夫
･
清
二
郎
と
の
違
い
は
'
前
者
が
綱
大
夫
①
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
｢
さ

ら
っ
と
し
過
ぎ
て
い
る
｣
の
に
対
し
､
よ
-
複
雑
で
あ
る
べ
き
だ
t
と
い
う
こ
と
が
出
発
点
で
あ
ろ
う
｡

津
大
夫
･
寛
治
の
放
送
録
音
は
六
十
七
分
'
綱
大
夫
･
清
二
郎
の
大
阪
奏
演
は
六
十
九
分
で
'
二
分

長
い
｡
が
綱
大
夫
の
財
産
で
あ
る
微
妙
な
音
遣
い
を
駆
使
す
る
な
ら
ば
､
二
分
以
上
長
-
な
っ
て
も

不
思
議
は
な
い
｡
こ
の
点
は
東
京
奏
演
の
時
に
併
せ
て
述
べ
る
｡

昭
和
四
十
年
に
｢
竹
中
砦
｣
を
語
っ
た
四
世
津
大
夫
は
'
昭
和
九
年
に
｢
竹
中
砦
｣
を
語
っ
た
文

楽
座
紋
下
三
世
津
太
夫
の
息
'
昭
和
四
十
年
当
時
四
十
九
歳
余
の
体
力
十
分
､
名
に
し
負
う
大
音
'

明
る
い
芸
の
持
主
で
､
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
太
夫
で
あ
っ
た
｡
音
遣
い
は
必
ず
し
も
丁
寧
で
は
な
か
っ

た
か
ら
'
時
に
べ
タ
ツ
キ
や
'
や
や
単
調
に
な
る
箇
所
も
あ
っ
た
が
う
　
そ
こ
を
寛
治
が
心
得
て
､
面

白
く
楽
し
く
'
変
化
を
つ
け
て
聴
か
せ
た
｡
人
物
で
は
津
大
夫
は
'
斎
藤
義
龍
を
'
安
敵
的
な
面
と

御
大
将
の
面
を
併
せ
て
'
ズ
バ
リ
と
言
っ
て
の
け
'
秀
逸
で
あ
っ
た
が
'
春
永
'
久
吉
'
犬
清
も
そ

れ
ぞ
れ
適
切
に
語
ら
れ
'
千
里
も
可
憐
で
あ
っ
た
｡
と
も
か
-
津
大
夫
･
寛
治
の
｢
竹
中
砦
｣
は
､

豪
快
さ
'
明
る
さ
'
テ
ン
ポ
の
よ
さ
で
'
大
曲
を
少
し
も
だ
れ
さ
せ
ず
'
一
気
に
聴
か
せ
た
だ
け
で
も
､

十
分
評
価
に
催
い
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

一
方
'
二
〇
〇
三
年
五
月
三
十
一
日
の
綱
大
夫
の
､
｢
竹
中
砦
｣
は
､
何
よ
-
も
う
誇
り
高
-
意
地

強
-
'
同
時
に
知
的
な
面
も
持
つ
老
軍
師
竹
中
官
兵
衛
の
造
形
が
す
ぐ
れ
､
犬
清
も
自
害
後
は
凄
恰

感
が
溢
れ
て
い
た
｡
が
人
物
造
形
が
太
夫
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
'
当
然
の
こ
と
と
し
て
'
曲
趣
自
体
'

ど
こ
に
違
い
が
あ
っ
た
か
｡

津
大
夫
･
寛
治
の
｢
竹
中
砦
｣
は
'
｢
尼
ケ
崎
｣
｢
小
牧
山
｣
｢
八
陣
｣
　
(
麓
太
夫
初
演
曲
)
　
お
よ
び
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現
行
の
｢
弁
慶
上
使
｣
な
ど
に
も
通
ず
る
､
快
い
リ
ズ
ム
と
派
手
な
メ
ロ
デ
ィ
を
聴
か
せ
'
い
か
に

も
後
期
東
風
ら
し
い
曲
'
と
思
わ
せ
た
｡
が
綱
大
夫
･
清
二
郎
で
聴
-
と
'
確
か
に
後
期
東
風
曲
で

あ
る
が
'
い
わ
ゆ
る
東
風
の
派
手
な
と
こ
ろ
が
'
や
や
抑
制
さ
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
た
｡
明
る
く

豪
快
に
さ
ら
さ
ら
と
運
ん
で
い
く
津
大
夫
に
対
し
'
綱
大
夫
は
'
微
妙
な
音
遣
い
で
'
複
雑
さ
や
渋

お
ん
味
を
聴
か
せ
る
｡
し
か
も
一
段
全
体
の
音
設
定
が
(
何
本
と
い
う
調
子
で
の
説
明
が
文
責
者
に
は
で

き
な
い
が
)
'
綱
大
夫
は
津
大
夫
よ
-
低
い
O
そ
れ
は
声
柄
や
年
令
の
違
い
(
四
十
九
歳
と
七
十
1
歳
)

に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
が
'
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
､
曲
に
対
す
る
力
点
の
置
き
方
の
違
い
で
あ
ろ
う

(
後
述
)
｡
比
較
的
低
音
設
定
で
､
微
妙
な
音
遣
い
を
重
視
す
る
か
ら
'
い
わ
ゆ
る
東
風
ら
し
い
派
手

な
印
象
は
､
少
な
-
と
も
津
大
夫
･
寛
治
に
比
べ
て
､
薄
-
な
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
綱
大
夫
が
八

世
綱
大
夫
か
ら
与
え
ら
れ
た
越
前
大
株
､
六
世
染
太
夫
､
五
世
弥
太
夫
'
九
世
染
太
夫
､
八
世
綱
大

夫
と
'
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
西
風
系
の
太
夫
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
床
本
(
綱
大
夫
①
②
)
の
書
入
れ

を
指
針
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
｢
竹
中
砦
｣
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
か
と
も
思
う
が
､
推
測
の

域
を
出
な
い
｡
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
'
東
京
奏
演
後
に
'
も
う
一
度
と
-
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
｡

四十
二
月
一
日
｢
竹
中
砦
｣
東
京
奏
演
を
六
日
後
に
控
え
た
十
一
月
二
十
五
日
へ
研
究
会
で
は
｢
木

下
蔭
狭
間
合
戦
｣
の
作
品
内
容
に
関
す
る
発
表
(
飯
島
滴
氏
)
と
'
曲
風
曲
趣
の
検
討
が
行
な
わ
れ
た
｡

『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
初
版
本
三
二
一
頁
に
､
三
世
竹
本
大
隅
太
夫
が
明
治
二
十
年
代
に
'
東
京
後

(
o
o
)

藤
象
二
郎
邸
で
'
｢
志
渡
寺
か
､
狭
間
合
戦
の
官
兵
衛
砦
か
を
｣
語
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
'
後
藤

象
二
郎
の
事
故
の
た
め
､
中
止
と
な
っ
た
､
と
あ
る
｡
1
五
五
頁
掲
出
写
真
'
明
治
三
十
八
年
四
月

御
霊
文
楽
座
の
｢
竹
中
砦
｣
も
'
太
夫
は
三
世
大
隅
太
夫
(
三
味
線
は
三
世
清
六
)
で
あ
る
｡
『
浄
瑠

璃
素
人
講
釈
』
で
｢
竹
中
砦
｣
に
触
れ
る
の
は
こ
の
1
ヶ
所
の
み
｡
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
で
は
｢
蝶

花
形
名
歌
島
台
小
坂
部
館
｣
｢
絵
本
大
功
記
尼
ケ
崎
｣
｢
日
吉
丸
椎
桜
小
牧
山
｣
｢
八
陣
守
護

城
正
清
本
城
｣
等
を
豊
竹
麓
太
夫
の
風
を
伝
え
る
麓
場
と
し
て
重
視
す
る
が
'
｢
竹
中
砦
｣
に
つ
い

て
は
詳
し
い
言
及
が
な
い
｡
綱
大
夫
･
清
二
郎
の
大
阪
奏
演
を
聴
い
た
と
こ
ろ
で
'
｢
麓
場
｣
に
留
意

し
っ
つ
'
｢
竹
中
砦
｣
と
い
う
曲
の
特
色
を
､
桜
井
弘
氏
が
'
い
-
つ
か
挙
げ
て
み
た
｡

O
｢
竹
中
砦
｣
は
｢
尼
ケ
崎
｣
の
よ
う
に
(
本
来
好
ま
し
-
な
い
に
せ
よ
)
二
人
の
太
夫
に
分

け
て
語
ら
せ
る
こ
と
が
'
で
き
な
い
｡

○
女
の
く
ど
き
が
､
比
較
的
短
く
'
あ
っ
さ
-
し
て
お
-
'
男
の
ド
ラ
マ
の
方
に
重
点
が
置

B
a
n

i
サ
9
閉
x

O
語
る
側
か
ら
み
て
重
い
と
こ
ろ
は
､
勿
論
マ
ク
ラ
か
ら
犬
清
と
官
兵
衛
の
虚
実
の
や
り
と

-
以
下
'
何
ヶ
所
か
あ
ろ
う
が
'
な
か
で
も
官
兵
衛
に
動
揺
を
斎
す
二
皮
目
の
注
進
'
垂

井
藤
太
の
件
-
が
重
要
で
あ
る
｡

○
こ
の
二
度
目
の
注
進
は
､
分
量
的
に
も
長
-
､
節
付
け
も
変
化
に
富
み
､
詞
章
に
｢
桶
狭
間
｣

の
キ
ー
ワ
ー
ド
も
含
ま
れ
て
い
る
｡
基
本
的
に
早
い
テ
ン
ポ
で
足
取
り
に
緩
急
を
つ
け
る

が
'
そ
こ
の
三
味
線
と
の
か
ら
み
に
'
演
者
双
方
の
イ
キ
や
腹
構
え
が
､
十
分
で
あ
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
｡
八
合
冒
あ
た
-
の
難
所
で
あ
ろ
う
｡

次
に
内
山
か
ら
先
行
作
と
の
関
係
に
つ
い
て
三
n
n
-

｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
は
､
角
書
に
｢
小
田
の
結
納
･
斎
藤
の
色
直
｣
と
あ
る
如
-
'
七
冊
(
巻
)

目
｢
竹
中
砦
｣
ま
で
の
表
筋
は
小
田
斎
藤
の
物
語
で
あ
る
｡
小
田
斎
藤
の
戦
い
を
措
く
｢
竹
中
砦
｣

で
､
作
者
が
多
大
の
影
響
を
受
け
た
先
行
作
は
'
近
松
半
二
作
｢
時
代
織
室
町
錦
繍
｣
(
天
明
≡

(
一
七
八
二
年
)
　
の
六
冊
目
｢
松
下
嘉
平
治
住
家
｣
で
あ
ろ
う
｡
｢
時
代
織
室
町
錦
繍
｣
で
小
田
春

長
に
懇
望
さ
れ
る
敵
方
の
軍
師
松
下
寡
平
治
が
'
本
作
の
竹
中
官
兵
衛
に
当
た
る
が
､
こ
の
主
人
公

の
人
物
造
形
を
は
じ
め
'
戯
曲
の
筋
'
構
成
､
悲
劇
的
高
揚
感
な
ど
す
べ
て
の
面
で
､
｢
木
下
蔭
狭
間

合
戦
　
竹
中
砦
｣
が
出
藍
の
作
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
｡
注
進
が
伝
え
る
戦
況
が
'
斎
藤
方

優
勢
'
小
田
方
劣
勢
か
ら
'
一
挙
に
逆
転
す
る
こ
と
､
謎
の
小
男
(
此
下
兵
書
久
書
)
　
の
采
配
と
勇

に
ん
げ
ん

戦
ぶ
り
が
｢
人
間
と
は
兄
へ
申
さ
ず
｡
｣
と
伝
え
ら
れ
る
あ
た
り
'
｢
竹
中
砦
｣
　
の
二
度
目
の
注
進
に
'

局
面
と
し
て
大
幅
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
作
者
の
構
想
が
'
い
わ
ゆ
る
｢
出
世
握

虎
の
世
界
｣
　
の
斎
藤
道
三
　
(
･
松
永
弾
正
)
　
対
小
田
春
長
の
戦
い
　
(
時
代
織
室
町
錦
繍
)
　
か
ら
､
斎

藤
義
龍
実
は
今
川
義
元
と
織
田
信
長
の
桶
狭
間
の
戦
い
　
(
木
下
蔭
狭
間
合
戦
'
飯
島
論
文
参
照
)
　
へ

と
転
換
さ
れ
る
に
伴
い
'
旧
作
の
残
存
物
を
云
々
す
る
意
味
も
ほ
と
ん
ど
な
-
な
っ
た
'
と
言
っ
て

よ
い
｡
｢
竹
中
砦
｣
は
小
田
方
'
斎
藤
方
の
謀
略
の
応
酬
に
よ
っ
て
進
行
す
る
が
'
｢
時
代
織
室
町
錦
繍
｣

G
*

六
冊
目
の
如
-
'
偽
狂
気
'
幼
児
の
身
替
-
'
｢
心
底
の
趣
向
｣
等
の
局
面
類
型
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
｡
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
｣
は
'
寛
政
期
浄
瑠
璃
復
興
の
旗
印
と
み
な
す
に
ふ
さ
わ
し

い
､
新
鮮
な
内
容
を
具
え
た
作
品
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
｢
竹
中
砦
｣
　
に
お
け
る
謀
計
の
局
面
と
し
て
､
最
も
日
立
つ
の
が
｢
花
の
金
打
｣
　
の
場

き
ん
ち
ゃ
う

面
で
あ
る
｡
犬
清
は
何
故
'
｢
官
兵
衛
殿
の
花
の
金
打
｣
を
見
て
｢
安
堵
｣
L
t
｢
様
子
包
ま
ず
申
上
げ
｣

る
こ
と
に
な
る
の
か
｡
大
阪
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
｢
あ
ら
す
じ
｣
で
は
'
紙
面
の
関
係

も
あ
-
'
｢
官
兵
衛
は
犬
活
を
民
に
か
け
'
丹
下
の
砦
に
篭
る
小
田
の
軍
勢
が
実
は
手
薄
で
あ
る
こ
と
5mルE

を
聞
き
出
し
ま
し
た
｡
｣
と
結
論
の
み
記
し
て
い
る
が
'
十
二
月
一
日
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
掲
載
本
文

か
ら
'
該
当
箇
所
を
左
に
引
用
す
る
｡

う
く
わ
つ

大
酒
｢
戦
国
の
人
心
　
迂
閥
に
口
外
な
し
難
き
密
談
｡
御
推
察
下
さ
れ
よ
｣

け

し

き

と
｡
た
め
ら
ふ
気
色
見
て
取
る
重
晴
｡

官
兵
｢
も
っ
と
も
　
さ
こ
そ
あ
る
べ
き
事
｡
他
言
せ
ま
じ
き
勇
者
の
潔
白
｡
た
ゞ
今
見
せ
ん
｣

さ

し

ぞ

へ

か

う

が

い

ふ

じ

か

づ

ら

と
｡
差
漆
の
算
抜
き
取
-
庭
先
の
松
が
枝
｡
伝
ふ
藤
葛
の
｡
花
を
目
当
て
に
は
っ
し
と
打
つ
｡

し

と

う

は

な

ふ

さ

手
練
に
落
ち
散
る
紫
藤
の
英
｡
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犬
清
き
つ
と
打
ち
守
-

し
ゃ
く
し
き

大
酒
｢
ム
赤
色
は
小
田
の
旗
色
｡
朱
を
奪
ふ
紫
は
武
勇
鋭
き
斎
藤
氏
｡
姓
は
す
な
は
ち
ア
ノ



ら

つ

-

わ

き

ん

ち

や

う

藤
原
｡
落
花
枝
に
帰
ら
ざ
る
官
兵
衛
殿
の
花
の
金
打
｡
底
意
も
知
れ
て
安
堵
の
上
は
｡

さ

ん

く

わ

ぎ

う

様
子
包
ま
ず
申
し
上
げ
ん
｡
さ
て
も
｡
去
ぬ
る
天
文
十
九
年
の
頃
よ
り
も
｡
摘
牛
と
争

ふ
小
田
斎
藤
｡
(
以
下
略
)
｣

本
稿
末
尾
に
掲
出
し
た
十
二
月
一
日
配
布
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
｢
あ
ら
す
じ
｣
　
(
寺
田
詩
麻
･
桑
原
博
行
･

川
辺
美
香
三
氏
の
共
同
作
成
)
　
で
は
'

犬
清
に
密
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
官
兵
衛
は
､
人
払
い
を
L
t
斎
藤
の
｢
藤
｣
　
の
花
を
差
漆
の

算
で
打
ち
落
と
し
'
逆
心
を
抱
い
て
い
る
と
示
す
｡
犬
清
は
安
心
L
t
春
永
の
軍
勢
は
'
丹
下
･

中
島
両
所
の
砦
に
い
る
だ
け
だ
と
告
げ
'

と
な
っ
て
い
る
　
(
こ
の
部
分
'
寺
田
詩
麻
氏
原
案
)
｡

官
兵
衛
が
藤
の
花
房
を
打
ち
落
と
し
た
こ
と
が
'
主
君
斎
藤
義
龍
へ
の
逆
意
の
表
明
で
あ
る
　
(
と

犬
清
に
思
わ
せ
た
t
と
官
兵
衛
は
思
っ
た
)
と
い
う
文
脈
が
'
読
み
取
れ
る
か
否
か
で
､
こ
の
浄
瑠

璃
に
対
す
る
聴
衆
の
引
き
こ
ま
れ
方
は
､
確
実
に
違
っ
て
-
る
｡
十
二
月
一
日
の
奏
演
前
の
解
説
で
､

こ
の
点
に
つ
き
'
聴
衆
の
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
｡

五

十
二
月
一
日
｢
竹
中
砦
｣
東
京
奏
漬
｡
半
年
前
'
五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
2
1
世
紀
c
o
E

公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
第
一
回
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
　
新
屋
敷
の
段
｣
復
曲
奏
演
の
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
た
が
う
十
二
月
一
日
は
'
季
節
外
れ
の
台
風
が
吹
き
荒
れ
土
砂
降
り
の
豪
雨
'
桶
狭
間
合
戦

の
日
さ
な
が
ら
の
天
候
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
開
場
前
か
ら
熱
心
な
聴
衆
が
列
を
な
し
'
ぜ
ひ
と
も
綱

大
夫
･
清
二
郎
の
｢
竹
中
砦
｣
を
聴
き
た
い
と
い
う
聴
衆
の
み
に
よ
っ
て
満
席
と
な
っ
た
｡
湿
気
の

多
い
'
音
響
に
不
利
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
浄
瑠
璃
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
張
り
つ
め
た
空
気
が

会
場
の
小
野
記
念
講
堂
を
包
ん
だ
｡
二
時
開
始
'
竹
本
幹
夫
演
劇
博
物
館
副
館
長
の
挨
拶
'
内
山
の

解
説
へ
　
十
分
休
憩
の
後
'
二
時
五
十
分
か
ら
'
竹
本
綱
大
夫
･
鶴
揮
清
二
郎
に
よ
る
｢
木
下
蔭
狭
間

合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
奏
演
が
始
ま
っ
た
｡

*-<

｢
内
こ
そ
｣
以
下
の
オ
ク
リ
で
'
ま
ず
綱
大
夫
の
息
の
詰
み
方
と
音
の
行
き
届
き
方
の
完
壁
さ
に
驚

き
'
大
阪
と
は
別
の
展
開
に
な
る
こ
と
が
予
感
さ
れ
た
O
　
五
月
三
十
1
日
大
阪
初
演
時
'
綱
大
夫
は

全
力
で
こ
の
曲
に
取
-
組
み
'
後
へ
い
-
ほ
ど
充
実
し
､
｢
ハ
テ
好
い
子
だ
な
ア
｡
｣
か
ら
大
オ
ト
シ

で
は
､
反
応
の
ち
ぐ
は
ぐ
な
大
阪
で
も
流
石
に
拍
手
が
湧
き
'
筆
者
(
文
責
者
'
以
下
同
)
　
も
聴
き

終
え
て
｢
久
し
ぶ
り
に
義
太
夫
ら
し
い
迫
力
｣
と
ノ
ー
ト
に
書
き
つ
け
た
の
で
は
あ
る
が
'
大
阪
で

は
前
半
'
義
龍
の
引
込
み
位
ま
で
は
う
　
時
々
聴
き
と
り
に
-
い
と
こ
ろ
'
や
や
声
が
小
さ
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
｡
七
十
一
歳
'
初
役
の
大
曲
'
高
木
氏
も
書
い
て
い
る
過
酷
な
日
程
等
を
考
え
れ
ば
'
一

日
の
み
の
公
演
に
完
全
を
求
め
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
､
と
も
思
わ
れ
た
｡

そ
の
大
阪
奏
演
時
の
不
満
が
､
ほ
ぼ
全
面
的
に
解
消
さ
れ
た
の
が
'
十
二
月
一
日
の
東
京
奏
演
で

な

お

た

あ
っ
た
｡
マ
ク
ラ
の
｢
曲
れ
る
枝
を
直
さ
に
擁
め
木
は
木
と
分
-
る
竹
中
官
兵
衛
重
晴
｡
手
傷
に
屈

が
ん
し
ょ
く

せ
ぬ
丈
夫
の
顔
色
刀
を
｡
杖
に
立
ち
出
づ
れ
ば
｡
｣
以
下
'
じ
い
わ
-
と
し
た
語
り
口
で
主
人
公
竹

中
官
兵
衛
の
知
的
な
老
軍
師
の
風
格
を
表
す
｡
綱
大
夫
は
'
た
と
え
ば
｢
直
き
に
ィ
ィ
た
ァ
ァ
ァ
め
エ
｣

｢
(
木
と
)
　
わ
-
る
り
｣
と
語
る
が
'
津
大
夫
は
｢
直
き
に
ィ
た
め
エ
｣
｢
わ
く
る
｣
と
'
ほ
と
ん
ど

お
ん音
を
遣
わ
な
い
｡
そ
う
い
う
語
-
方
も
あ
る
だ
ろ
う
が
､
綱
大
夫
が
｢
麓
さ
ん
の
も
の
で
す
か
ら
'

も
う
少
し
こ
っ
て
-
と
し
た
浄
瑠
璃
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
｣
と
考
え
た
こ
と
は
理

解
で
き
る
｡
と
も
か
-
低
音
が
自
在
で
音
遣
い
の
立
派
な
マ
ク
ラ
で
あ
る
｡
｢
こ
は
ぐ
な
が
ら
娘
は

差
し
寄
り
｡
｣
で
｢
む
す
め
エ
｣
は
綱
大
夫
①
に
も
触
れ
る
が
'
少
し
浮
か
し
て
(
｢
太
夫
の
未
で
は
｢
ウ

キ
ン
｣
｣
)
　
語
る
｡

千
里
の
造
形
が
'
大
阪
で
も
東
京
で
も
ヘ
　
ヤ
や
年
か
さ
に
な
る
点
が
気
に
な
っ
た
が
'
し
か
し
東

京
奏
演
を
聴
き
終
え
て
考
え
て
み
る
と
'
筆
者
自
身
が
津
大
夫
の
奏
演
か
ら
'
千
里
は
十
六
㌧
七
歳
と

の
先
入
観
を
持
っ
て
き
た
こ
と
の
方
が
問
題
で
'
千
里
に
は
満
一
歳
の
子
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
'

初
菊
や
雛
絹
よ
-
年
上
の
十
八
歳
-
ら
い
t
と
い
う
綱
大
夫
の
語
り
方
が
正
し
い
t
と
納
得
が
い
っ

た
｡以
下
'
千
里
､
官
兵
衛
'
犬
清
の
詞
で
劇
的
展
開
に
入
-
'
大
阪
の
よ
う
な
不
明
瞭
や
弱
さ
を
感

じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
は
'
ま
っ
た
-
'
と
い
っ
て
よ
い
は
ど
な
-
'
官
兵
衛
の
人
物
像
が
際
立
っ
て
い

る
こ
と
は
､
前
述
の
通
り
､
ま
た
犬
清
の
懇
願
や
悔
み
に
'
底
を
割
ら
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
線
で
の
牡

が
あ
-
'
津
大
夫
の
独
檀
場
と
思
わ
れ
た
斎
藤
義
龍
も
'
い
わ
ゆ
る
｢
猪
武
者
｣
　
(
人
世
竹
本
綱
大
夫
)

と
は
別
の
'
手
強
い
敵
役
で
大
将
ら
し
い
重
味
も
あ
る
人
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
た
｡

清
二
郎
の
三
味
線
が
､
専
ら
太
夫
を
助
け
､
抑
制
し
た
弾
き
方
の
中
か
ら
'
ほ
と
ば
し
る
豊
か
な

一
､
二
の
音
'
ハ
リ
キ
リ
の
徹
底
は
'
初
心
者
の
聴
衆
に
も
'
文
楽
の
三
味
線
の
特
質
を
強
く
印
象
づ

け
た
｡綱大
夫
の
義
龍
の
大
笑
い
の
大
き
さ
､
千
里
の
-
ど
き
の
哀
切
'
｢
迷
ふ
は
い
の
｣
　
の
息
の
長
さ
､

後
半
､
状
況
の
厳
し
さ
と
主
人
公
官
兵
衛
の
激
情
と
が
ぶ
つ
か
-
合
う
要
所
要
所
(
そ
の
総
仕
上
げ
か
い
じ
ん

が
｢
ハ
テ
好
い
子
だ
な
ア
｡
｣
か
ら
大
オ
ト
シ
)
　
の
迫
力
､
最
後
に
段
切
直
前
の
｢
清
洲
へ
御
凱
障
｡
｣

と
鮮
や
か
に
言
い
切
り
'
｢
武
名
の
｣
と
太
-
押
し
て
｢
程
こ
そ
類
な
き
｣
と
語
り
納
め
る
ま
で
､
綱

大
夫
は
確
か
に
｢
明
日
が
な
い
浄
瑠
璃
｣
を
語
っ
て
い
た
｡

大
阪
奏
演
で
不
満
が
残
っ
た
箇
所
が
'
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
改
善
さ
れ
て
い
た
の
は
､
網
大
夫
･
清

二
郎
両
師
が
半
年
間
'
こ
の
曲
を
研
究
し
尽
-
し
た
結
果
で
あ
る
｡
復
曲
奏
演
は
一
回
勝
負
で
終
わ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
'
改
め
て
痛
感
し
た
が
､
そ
の
貴
重
な
研
摩
の
成
果
を
小
講
堂
二
百

人
足
ら
ず
の
聴
衆
の
前
で
開
示
さ
れ
た
こ
と
に
'
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
｡
し
か
も
'
た
と
え
最
高
の
太
夫
が
半
年
間
研
鐙
を
積
ん
で
も
､
そ
の
こ
と
で
芸
術
的
開
花
が
保

証
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
.
き
わ
め
て
得
難
い
出
会
い
が
､
二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
の
小
野
記
念
講

堂
に
あ
っ
た
が
故
に
'
｢
表
現
力
の
素
晴
ら
し
さ
､
凄
ま
じ
き
に
､
唯
々
庄
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ

た
｣
　
(
学
部
生
)
､
｢
名
人
芸
と
い
う
も
の
の
現
場
に
'
は
じ
め
て
立
ち
会
っ
た
｣
　
(
研
究
会
出
席
者
)
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と
い
っ
た
所
感
が
聴
衆
か
ら
洩
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

六

十
二
月
十
六
日
の
研
究
会
で
'
桜
井
氏
か
ら
東
京
の
｢
竹
中
砦
｣
は
七
十
三
分
t
と
聞
い
て
多
-

の
出
席
者
は
意
外
に
思
っ
た
｡
と
-
に
大
阪
'
東
京
両
方
を
聴
い
て
い
る
筆
者
に
は
､
東
京
が
大
阪

よ
り
四
分
も
長
い
t
　
と
い
う
こ
と
は
'
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
｡
桜
井
氏
は
'
た
と
え
ば

義
龍
の
｢
イ
ヤ
サ
　
-
　
｣
を
東
京
で
｢
イ
ヤ
サ
｡
イ
ヤ
サ
｣
と
'
は
っ
き
-
し
た
意
志
表
明
に
言
い

変
え
る
な
ど
'
具
体
的
に
い
-
つ
か
の
変
化
は
指
摘
で
き
る
が
'
要
す
る
に
ど
こ
か
が
延
び
た
'
と

い
う
こ
と
で
な
く
､
七
十
三
分
は
綱
大
夫
の
｢
竹
中
砦
｣
　
に
と
っ
て
必
要
十
分
時
間
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
と
分
析
し
た
｡

つ
ぎ
に
田
革
川
み
ず
き
氏
か
ら
'
語
句
の
読
み
に
つ
い
て
､
こ
ま
か
い
異
同
は
一
ま
ず
措
き
'
官

兵
衛
の
最
初
の
詞
｢
色
に
寄
り
来
る
煩
悩
の
犬
清
と
は
名
に
相
応
｣
　
で
'
津
大
夫
の
演
奏
で
は
｢
煩

悩
の
犬
'
清
｣
と
切
っ
て
い
た
が
'
綱
大
夫
は
｢
大
酒
｣
と
続
け
て
い
た
｡
｢
煩
悩
の
犬
｣
は
一
つ
の

慣
用
句
で
あ
-
'
謡
曲
｢
通
小
町
｣
　
の
｢
煩
悩
の
犬
と
な
っ
て
｣
な
ど
も
'
近
世
の
謡
文
化
隆
盛
の

中
で
､
親
し
ま
れ
て
い
た
文
句
と
思
わ
れ
る
の
で
'
や
は
り
｢
煩
悩
の
犬
'
清
と
は
｣
と
掛
け
言
葉

を
は
っ
き
り
き
か
せ
て
ほ
し
い
t
　
と
の
発
言
が
あ
っ
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
二
〇
〇
四
年
二
月
十
日

講
演
会
の
折
に
綱
大
夫
師
に
質
問
す
る
と
､
同
師
が
示
さ
れ
た
床
本
に
は
先
人
の
太
夫
が
｢
犬
｣
　
で

切
る
か
切
ら
ぬ
か
､
二
様
を
考
え
て
い
た
跡
が
貼
紙
な
ど
で
残
さ
れ
て
い
た
｡
綱
大
夫
師
は
意
見
を

今
後
の
参
考
に
し
た
い
'
と
言
わ
れ
た
｡

な
お
十
二
月
一
日
の
三
味
線
に
つ
い
て
言
い
添
え
る
と
'
高
木
浩
志
氏
の
大
阪
の
解
説
に
｢
勇
壮

な
手
が
続
-
『
尼
ケ
崎
』
　
で
も
'
三
の
糸
を
弾
き
切
ら
な
い
よ
う
､
痛
ん
だ
箇
所
を
途
中
で
繰
-
る

は
ち
さ
は

こ
と
が
あ
-
ま
す
｡
『
竹
中
砦
』
　
で
は
'
更
に
凄
い
擬
捌
き
が
要
求
さ
れ
ま
す
か
ら
'
二
回
-
ら
い
繰

ら
な
い
と
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
｡
｣
と
あ
る
が
'
十
二
月
一
日
､
清
二
郎

は
一
の
注
進
の
あ
と
と
､
春
永
の
最
初
の
詞
の
中
で
､
糸
を
繰
っ
て
い
た
｡
ま
た
段
切
り
近
-
'
犬

清
の
｢
久
書
殿
の
厚
恩
に
て
｣
の
詞
の
中
で
駒
を
替
え
て
｢
抱
き
上
げ
た
る
後
紐
｡
｣
で
調
子
を
上
げ

て
い
る
｡

七

綱
大
夫
師
の
二
つ
の
｢
竹
中
砦
｣
と
二
回
の
講
演
を
､
二
〇
〇
三
年
度
に
聴
-
こ
と
が
で
き
た
の
は
'

研
究
会
に
と
っ
て
'
き
わ
め
て
幸
い
で
あ
っ
た
｡
大
阪
五
月
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
が
本
決
ま
り
に
な
っ

て
か
ら
十
二
月
一
日
の
東
京
奏
演
ま
で
'
一
年
足
ら
ず
の
間
に
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
九
世
綱
大
夫
の

｢
竹
中
砦
｣
　
の
特
色
を
'
も
う
一
皮
整
理
し
て
み
た
い
｡

十
一
月
の
研
究
会
で
指
摘
が
あ
っ
た
が
'
｢
竹
中
砦
｣
で
は
他
の
麓
太
夫
初
演
曲
｢
尼
ケ
崎
｣
｢
小

牧
山
｣
｢
八
陣
｣
に
比
べ
て
､
女
の
-
ど
き
が
短
い
｡
が
-
ど
き
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
と
こ
ろ
は
何
ケ

所
か
あ
る
｡
津
大
夫
･
寛
治
は
､
そ
こ
を
と
り
わ
け
た
っ
ぷ
-
聴
か
せ
'
い
か
に
も
後
期
東
物
ら
し

い
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
て
-
れ
た
｡
が
綱
大
夫
･
清
二
郎
は
､
そ
れ
ら
の
-
ど
き
を
'
全
部
正
確
に

東
風
に
語
っ
て
い
る
が
'
そ
こ
を
売
り
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
｡
千
里
の
｢
ア
､
思
へ
ば
は
か
な
い
｣

以
下
｢
｢
迷
ふ
は
い
の
｣
と
ば
か
り
に
て
涙
に
｡
血
汐
争
へ
り
｣
の
切
実
さ
と
'
楽
し
さ
と
は
無
縁
で

1

3

円

あ
る
｡綱大
夫
･
清
二
郎
の
｢
竹
中
砦
｣
は
男
の
ド
ラ
マ
t
を
際
立
た
せ
'
津
大
夫
･
寛
治
の
｢
竹
中
砦
｣

よ
り
も
､
劇
と
し
て
深
刻
で
あ
る
｡
但
し
深
刻
で
も
陰
気
に
な
ら
ず
'
奥
が
深
-
し
か
も
爽
や
か
で

あ
る
の
が
'
東
京
奏
演
｢
竹
中
砦
｣
の
優
れ
た
と
こ
ろ
で
'
麓
風
ら
し
い
変
化
に
富
む
派
手
な
節
付

け
の
特
色
は
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
上
で
'
女
の
く
ど
き
等
で
前
受
け
の
す
る
ふ
L
や
手
が

抑
制
さ
れ
'
演
劇
的
表
現
に
収
赦
さ
れ
た
こ
と
は
'
こ
の
曲
の
東
風
曲
と
し
て
の
一
つ
の
達
成
で
あ

る
｡
綱
大
夫
の
床
本
が
'
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
西
風
系
の
太
夫
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
'
東
風
の
-
ど
き
を
前
受
け
に
走
ら
せ
る
こ
と
へ
の
抑
止
に
作
用
し
た
と
し
て
も
'
そ
れ
故
に

｢
竹
中
砦
｣
の
曲
自
体
が
西
寄
り
に
な
っ
た
訳
で
は
な
-
'
津
大
夫
よ
り
低
音
設
定
で
'
微
妙
な
音
遣

い
を
聴
か
せ
た
こ
と
も
含
め
へ
　
そ
れ
ら
は
ど
こ
ま
で
も
東
風
の
範
囲
内
で
の
あ
る
べ
き
姿
t
と
理
解

す
べ
き
で
あ
る
｡

筆
者
は
津
大
夫
･
寛
治
の
｢
竹
中
砦
｣
を
否
定
的
に
評
価
す
る
つ
も
-
は
'
ま
っ
た
-
な
い
｡
津

r-r

大
夫
･
寛
治
の
豪
快
か
つ
平
易
で
楽
し
い
　
｢
竹
中
砦
｣
　
の
あ
-
方
も
'
『
風
姿
花
伝
』
｢
奥
義
云
｣
｢
能

し

ょ

し

ん

わ

す

(

1

)

に
初
心
を
忘
れ
ず
し
て
｣
　
(
｢
初
心
時
代
の
平
易
な
芸
を
身
に
残
し
て
お
い
て
｡
｣
)
と
い
う
こ
と
の
効

用
か
ら
'
や
は
り
継
承
さ
れ
て
い
-
こ
と
が
望
ま
し
い
､
と
考
え
て
い
る
｡

昭
和
九
年
四
ツ
橋
文
楽
座
｢
竹
中
砦
｣
上
演
(
切
場
は
三
世
津
太
夫
･
四
世
綱
造
)
の
三
十
一
年
後
'

昭
和
四
十
(
一
九
六
五
)
年
に
'
ほ
ぼ
七
十
八
歳
の
六
世
寛
治
が
｢
竹
中
砦
｣
を
｢
覚
え
て
い
て
下
さ
っ

た
｣
　
(
人
世
竹
本
綱
大
夫
)
　
お
か
げ
で
'
津
大
夫
･
寛
治
に
よ
る
演
奏
録
音
が
成
立
っ
た
｡
三
十
八
年

後
二
〇
〇
三
年
に
､
九
世
綱
大
夫
は
そ
の
録
音
テ
ー
プ
で
曲
の
大
要
を
掴
み
な
が
ら
へ
十
九
世
紀
中

期
以
来
の
｢
竹
中
砦
｣
床
本
を
読
み
抜
い
て
､
津
大
夫
･
寛
治
と
は
別
趣
の
｢
竹
中
砦
｣
を
'
ま
ず

五
月
三
十
一
日
大
阪
の
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
で
語
-
'
半
年
後
の
十
二
月
l
日
に
東
京
の
C
O
E
公

開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
　
で
'
綱
大
夫
師
自
身
t
　
よ
り
納
得
の
い
く
形
で
､
｢
竹
中
砦
｣
を
語
っ
た
｡
こ
の

成
果
を
'
い
か
に
今
後
の
奏
演
､
上
演
に
つ
な
げ
て
い
く
か
｡

｢
竹
中
砦
｣
　
は
単
に
珍
し
い
曲
､
体
力
'
健
腕
を
要
す
る
大
曲
'
難
曲
､
で
あ
る
に
留
ま
ら
ず
'

浄
瑠
璃
史
的
意
義
を
有
す
る
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戟
｣
　
の
中
核
を
な
す
'
優
れ
た
戯
曲
で
も
あ
る
｡

二
〇
〇
三
年
'
大
阪
'
東
京
の
奏
演
を
機
に
'
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
を
'
文
楽
の
現
行
演
目
に
組
み

込
み
得
る
か
否
か
'
現
在
の
文
楽
が
'
こ
の
問
い
か
け
に
ど
う
答
え
る
か
を
'
見
守
っ
て
い
き
た
い
｡

本
稿
末
尾
に
二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
'
C
O
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
竹
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中
砦
の
段
奏
演
時
に
配
布
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
'
浄
瑠
璃
詞
章
以
外
の
部
分
と
図
版
を
掲
出
す
る
｡

注
(
-
)
　
浄
瑠
璃
関
係
上
演
､
奏
演
記
録
は
'
『
義
太
夫
年
表
』
近
世
篇
･
明
治
篇
･
大
正
篇
及
び
　
『
文
楽
興

行
記
録
昭
和
篇
』
　
(
高
木
浩
志
調
)
参
照
｡

(
2
)
　
昭
和
四
十
二
年
に
は
歌
舞
伎
座
で
｢
竹
中
砦
｣
が
上
演
さ
れ
た
｡
八
世
三
津
五
郎
の
官
兵
衛
､
猿

之
助
の
犬
清
'
雀
右
衛
門
の
千
里
'
菊
次
郎
の
関
路
､
九
郎
右
衛
門
の
義
龍
'
竹
之
丞
　
(
現
富
十
郎
)

の
春
永
'
羽
左
衛
門
の
久
書
で
あ
っ
た
｡

(
3
)
内
山
美
樹
子
著
『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』
　
(
1
九
八
九
年
)
序
説
｢
十
八
世
紀
後
期
の
｢
竹
本
座
｣

と
　
｢
豊
竹
座
｣
｣
参
照
｡

(
4
)
　
同
書
四
二
二
頁
～
四
二
七
頁
掲
載
｢
吉
田
冠
十
郎
か
ら
小
田
内
通
久
が
聞
書
し
た
の
が
'
左
の
目

録
で
あ
る
｡
原
文
･
矢
崎
俊
二
蔵
｡
　
○
明
治
時
代
に
お
け
る
江
戸
系
人
形
芝
居
開
演
に
関
す
る
品

目
｣
　
の
｢
カ
シ
ラ
｣
　
の
項
｡

(
5
)
　
国
立
劇
場
文
楽
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
(
平
成
元
年
九
月
)
　
｢
文
楽
の
か
し
ら
シ
リ
ー
ズ
･
3
｣
｡

(
6
)
一
間
の
な
い
例
も
あ
る
｡

(
7
)
な
お
昭
和
四
年
に
三
味
線
の
野
沢
会
で
｢
竹
中
砦
｣
が
か
け
合
い
で
語
ら
れ
て
い
る
｡

(
8
)
引
用
で
初
版
本
の
振
-
仮
名
は
略
｡

(
9
)
近
石
春
秋
著
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
　
-
　
そ
の
戯
曲
構
成
に
つ
い
て
　
-
　
』
(
昭
和
三
十
六
年
)
参
照
｡

(
S
)
本
稿
引
用
本
文
は
'
こ
の
十
二
月
一
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
掲
載
本
文
に
よ
る
｡
本
文
自
体
は
丸
本
通
り

で
あ
る
が
､
間
投
詞
'
濁
点
'
振
仮
名
'
句
読
点
等
'
聴
衆
を
考
慮
し
た
異
同
が
あ
る
｡
な
お
国
立

劇
場
芸
能
調
査
室
編
〔
未
翻
刻
戯
曲
集
･
4
〕
に
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
九
本
全
段
翻
刻
が
あ
る
(
昭

和
五
十
三
年
)
｡

(
3
)
　
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
初
版
本
三
一
八
頁
に
描
写
す
る
三
世
大
隅
太
夫
が
後
藤
象
二
郎
邸
で
語
っ
た

｢
先
代
萩
｣
政
岡
の
-
ど
き
(
｢
丸
で
噂
し
の
や
う
で
'
何
時
も
人
々
の
面
白
が
る
処
は
全
部
な
い
の

で
'
只
々
顔
も
上
げ
得
ず
泣
-
計
り
で
あ
っ
た
｣
)
　
の
話
は
極
端
す
ぎ
て
適
切
な
例
で
は
な
い
が
'

多
少
重
な
る
面
が
あ
る
｡
な
お
三
世
大
隅
太
夫
は
こ
の
し
ば
ら
-
後
に
｢
志
渡
寺
｣
か
｢
竹
中
砦
｣

を
'
後
藤
伯
邸
で
語
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
｡

(
3
)
表
章
校
注
『
世
阿
弥
　
禅
竹
』
　
(
日
本
思
想
大
系
'
一
九
七
四
年
)
　
に
よ
る
｡

(
文
責
･
内
山
美
樹
子
)

-154-



2
1
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

且
瀧
[
i
!
K
C
3
^
T
:
S
忘
v
m
m
甜
E
s
s
電
1
5
D
門
催

C
O
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣

解
醗
r
木
下
蔭
狭
間
合
戦
L
に
つ
い
て

内

山

美

樹

子

(
早
稲
田
大
学
教
授
)

檀
-
漬
義
太
夫
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
(
こ
の
し
た
か
げ
は
ざ
ま
が
っ
せ
ん
)

竹
中
砦
(
た
け
な
か
と
り
で
)
の
段

浄
瑠
璃

≡
r
m

鶴竹

洋本

清綱

二大

郎夫

日
時
=
平
成
15
年
(
二
〇
〇
三
)
1
2
月
1
日
(
月
)
午
後
2
時
-

場
所
-
早
稲
田
大
学
小
野
妃
念
講
堂
(
西
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
7
号
虎
)

[
*
8
H

作
-
若
竹
笛
粥
･
並
木
干
物
･
近
松
余
七

初
演
=
寛
政
元
年
二
七
八
九
)
二
月
･
大
阪
通
常
裾
大
西
芝
居

本
作
は
､
足
利
義
輝
を
滅
ぼ
そ
う
と
画
策
す
る
三
好
長
慶
親
子
と
斎
藤
道
三
の
陰
謀
を
､
尾
張
の
小
田
春
永
が
阻
止
す
る
と
い
う
構
想

で
､
こ
れ
に
此
下
当
吉
と
石
川
五
右
衛
門
の
対
立
を
中
心
に
物
常
は
展
開
し
て
い
く
｡

今
回
葬
汝
さ
れ
る
七
の
巻
(
通
称
'
竹
中
砦
の
段
)
は
'
此
下
当
吉
と
軍
略
を
競
い
合
う
､
斎
藤
轟
龍
の
名
軍
師
竹
中
官
兵
衛
重
晴
を
辛

心
に
描
か
れ
て
い
る
｡

【
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ
】

文
禄
四
年
の
夏
､
勝
ち
戦
の
軍
を
引
い
た
竹
中
官
兵
衛
は
'
そ
の
底
意
を
義
軸
か
ら
疑
わ
れ
た
｡
ま
た
官
兵
術
の
娘
千
里
は
ま
だ
戦
が
始
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
二
年
余
り
前
､
小
田
春
永
の
家
臣
左
横
大
浦
と
恋
仲
に
な
り
､
親
の
許
し
を
得
な
い
ま
ま
浄
松
と
い
う
子
供
を
も
う
け
て
い

た
｡
そ
の
こ
と
を
大
沢
十
郎
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
'
さ
ら
に
義
瀧
の
疑
念
が
深
ま
っ
た
｡
こ
と
の
束
偽
を
矢
傷
療
養
中
の
夫
に
代
わ
っ
て

秦
の
関
蕗
が
確
か
め
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
｡
主
君
か
ら
勘
当
さ
れ
て
い
る
左
枝
犬
清
は
'
熱
田
神
宮
で
此
下
当
吉
の
車
お
嬢
の
方
に
会
い
'

功
を
立
て
れ
ば
帰
参
で
き
る
と
伝
え
ら
れ
る
｡
帰
路
､
熱
田
神
宮
に
詣
で
た
関
務
は
'
追
わ
れ
て
い
た
犬
滑
を
乗
り
物
に
か
く
ま
い
､
お
嬢
の

方
は
清
松
を
隠
し
､
互
い
に
分
か
れ
る
｡

【
七
の
巷
の
あ
ら
す
じ
】

西
三
河
､
八
つ
補
の
そ
ば
に
あ
る
巷
に
'
竹
中
官
兵
衛
は
た
て
こ
も
っ
て
い
る
｡
母
関
路
が
熱
田
神
宮
へ
の
参
詣
か
ら
戻
り
､
千
里
に
乗
物
を

示
し
て
奥
へ
入
る
.
乗
物
に
乗
っ
て
い
た
大
帝
は
千
里
と
対
面
し
､
共
に
涙
に
む
せ
ぶ
o
し
か
し
大
神
は
軍
が
練
の
切
れ
目
だ
と
別
れ
を
告
げ
'
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浄
瑠
璃
r
木
下
蔑
狭
間
合
戦
｣
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
､
文
楽
は
今
日

の
形
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
､
と
あ
え
て
官
お
う
｡
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
年
､

I
七
八
九
年
(
寛
政
元
)
に
初
演
さ
れ
た
｢
木
下
麓
狭
間
合
戦
｣
は
､
十

八
世
穀
兼
の
r
浄
瑠
沸
復
興
｣
を
象
徴
す
る
記
念
碑
的
作
品
で
あ
り
'

∵

)

ヽ

■

ち
ょ
う
ど
十
年
後
に
初
演
さ
れ
た
｢
絵
本
太
功
紀
｣
と
と
も
に
'
浄
瑠
璃

の
太
閤
記
物
の
代
表
作
で
あ
る
｡
人
気
曲
｢
絵
本
太
功
記
｣
に
比
べ
て
上

演
頻
度
は
低
い
が
'
と
り
わ
け
｢
竹
中
砦
の
段
｣
は
大
曲
､
難
曲
と
し
て

大
切
に
伝
桑
さ
れ
て
き
た
｡
文
楽
と
し
て
は
1
九
三
四
年
(
曙
初
九
)
大

阪
･
四
ツ
橋
文
楽
座
を
舟
後
に
上
演
紀
魚
が
な
く
､
そ
の
後
敷
皮
と
な

く
文
楽
公
演
で
の
上
演
が
検
討
さ
れ
た
ら
し
い
が
未
だ
実
現
せ
ず
､
そ

の
伝
承
は
途
絶
え
か
け
て
い
た
｡

演
劇
博
物
館
演
助
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
二
一
〇
〇
二
年
度
か
ら
｢
木

下
蔭
狭
間
合
戦
｣
の
復
元
的
研
究
を
計
画
し
､
竹
本
網
大
夫
師
か
ら
も

は
e
o
b
盟
i
s
廻
H
3
廼
㌫
B
B
S
託
E
S
*
:
･
.
;
r
3
S
s
:
挑
幅
提
H
E
S
品

代
(
前
田
利
家
)
を
中
心
に
'
秀
吉
､
斉
藤
義
龍
'
竹
中
半
兵
衛
と
､
戦

国
武
将
が
次
々
に
聾
沸
す
る
渡
瀬
万
丈
で
雄
大
な
｢
竹
中
砦
の
段
｣
｡

本
年
五
月
末
の
大
阪
･
国
立
文
楽
此
奴
に
放
い
て
'
今
回
､
東
京
で
は

約
1
世
束
ぶ
り
の
復
曲
奏
済
と
な
る
.
　
　
　
　
(
内
山
美
樹
子
)

千
里
は
子
に
会
え
ぬ
ば
か
り
か
録
ま
で
切
ら
れ
る
恨
み
雷
を
言
う
｡
官
兵
術
の
味
こ
む
声
が
聞
こ
え
､
大
浦
は
縁
の
下
へ
潜
む
｡

官
兵
衛
は
出
る
な
り
'
犬
清
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
見
破
る
b
覚
悟
を
決
め
て
出
た
大
酒
に
'
官
兵
衛
は
斎
藤
方
へ
仕
官
し
て
婿
に
な
れ
と

す
す
め
る
｡
千
里
は
官
兵
術
の
許
し
が
出
て
夫
婦
に
な
れ
る
と
音
ぶ
が
､
犬
滑
は
反
対
に
､
小
田
方
へ
付
く
こ
と
を
す
す
め
る
｡
犬
津
に
密
淡

を
持
ち
か
け
ら
れ
た
官
兵
術
は
'
人
払
い
を
し
､
斎
藤
の
｢
藤
｣
の
花
を
差
添
の
葬
で
打
ち
落
と
し
､
逆
心
を
抱
い
て
い
る
と
示
す
.
大
帝
は
安

心
し
､
春
永
の
軍
勢
は
､
丹
下
･
中
島
両
所
の
砦
に
い
る
だ
け
だ
と
昔
げ
'
春
永
の
窮
地
を
救
っ
て
欲
し
い
と
歯
う
｡
そ
れ
を
聞
い
た
官
兵
衛
は
'

斎
藤
方
へ
知
ら
せ
る
と
あ
ざ
笑
い
､
大
浦
を
取
り
押
さ
え
て
出
陣
の
の
ろ
L
を
上
げ
る
｡
官
兵
衛
が
勝
ち
戦
の
軍
を
引
い
た
の
は
､
知
勇
兼
備

の
名
将
と
知
ら
れ
る
春
永
の
度
重
な
る
敗
軍
に
､
何
か
軍
略
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
o
大
事
を
滑
ら
し
た
大
津
は
こ

れ
ま
で
と
牌
を
切
る
.
官
兵
術
が
小
田
方
に
寝
返
る
こ
と
を
疑
っ
て
潜
ん
で
い
た
斎
藤
義
龍
が
あ
ら
わ
れ
'
官
兵
衛
の
牡
転
を
ほ
め
て
出
陣
す

る
｡
裁
能
の
疑
い
が
晴
れ
た
官
兵
衛
は
､
大
柿
と
千
里
に
改
め
て
祝
宮
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
'
大
帝
は
拒
絶
す
る
｡
未
来
で
も
添
わ
れ
ぬ
と
絶

望
し
た
千
里
は
'
喉
に
矢
を
突
き
立
て
る
｡

戦
場
か
ら
叔
初
の
注
進
が
､
小
田
方
を
独
歩
し
た
斎
藤
方
が
体
勢
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
D
関
路
は
味
方
の
勝
利
に
よ
っ
て
'
義
鶴
へ
の
忠

森
が
た
っ
た
今
'
理
を
非
に
曲
げ
て
小
田
方
へ
付
け
ば
'
千
里
と
犬
滑
は
清
い
良
終
を
迎
え
'
未
来
で
練
が
結
ば
れ
る
と
訴
え
る
｡
し
か
し
官

兵
衛
は
聞
き
入
れ
な
い
｡
第
二
の
注
進
に
よ
り
､
斎
藤
方
の
勝
利
は
敵
の
戦
略
で
'
桶
狭
間
の
義
朝
の
陣
に
小
田
方
が
攻
め
寄
せ
た
こ
と
J
左

枝
大
帝
と
な
の
る
侍
の
働
き
が
す
さ
ま
じ
い
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
D
官
兵
術
は
大
浦
を
謀
っ
た
つ
も
り
が
､
逆
に
謀
ら
れ
た
こ
と
を
悟
る
｡
戦

場
に
大
浦
が
い
る
こ
と
を
研
り
な
が
ら
も
主
人
義
満
の
も
と
へ
､
朱
勝
を
負
っ
た
体
で
駆
け
つ
け
よ
う
と
す
る
｡
大
帝
柱
苦
し
い
息
の
下
で
､
味

方
が
少
な
い
と
偽
っ
た
の
は
､
義
瀧
を
討
ち
取
る
軍
師
久
吉
の
謀
で
あ
り
'
こ
の
切
腹
が
役
に
立
ち
､
本
望
だ
と
喜
ぶ
｡
さ
ら
に
は
第
三
の
注

進
に
よ
り
義
能
の
討
死
が
伝
え
ら
れ
る
｡
斎
藤
方
の
陣
地
は
竹
中
砦
だ
け
に
な
り
､
小
E
E
方
に
包
囲
さ
れ
る
O
大
浦
の
命
が
け
の
見
に
か
か
つ
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四
の
宮
源
吾

た
こ
と
を
官
兵
衛
比
悔
し
が
る
｡

小
田
春
永
と
､
左
枝
犬
清
を
名
乗
る
侍
が
現
れ
る
｡
侍
が
母
衣

を
取
る
と
'
そ
れ
は
滞
松
を
背
負
っ
た
此
下
当
書
で
あ
っ
た
｡
深

手
を
負
っ
た
千
里
は
､
会
い
た
か
っ
た
清
松
を
抱
く
こ
と
は
で
き
な

い
｡
当
吉
は
自
ら
の
下
知
に
従
い
､
故
地
で
命
を
賭
し
て
課
を
成

功
さ
せ
た
犬
清
と
､
義
軸
を
討
っ
た
済
松
の
功
に
よ
り
､
大
河
の

勘
当
を
許
す
よ
う
春
永
に
頼
む
｡
許
さ
れ
た
大
浦
は
に
っ
こ
り
と

打
ち
笑
い
'
仇
も
恨
み
も
こ
れ
ま
で
と
よ
う
や
く
千
里
と
二
世
を

誓
う
.
官
兵
衛
は
清
松
を
斬
ろ
う
と
す
る
が
､
は
じ
め
て
会
う
孫

の
可
愛
さ
に
断
念
L
t
粟
原
山
に
隠
居
し
て
主
君
と
娘
夫
婦
の
菩

軽
を
弔
う
と
誓
う
b
後
年
､
名
を
知
ら
れ
た
左
枚
改
定
額
門
時

豪
こ
そ
'
孤
児
と
な
り
此
下
久
吉
に
育
て
ら
れ
た
沖
松
で
あ
る
｡

【
こ
の
後
の
あ
ら
す
じ
】

石
川
五
右
衛
門
は
自
分
の
高
貴
な
出
生
を
知
り
､
贋
論
旨
を
持

ち
勅
使
と
偽
っ
て
､
三
好
長
康
を
仲
間
に
す
る
計
画
を
立
て
る
｡

三
好
長
慶
屋
敷
で
は
､
比
下
当
吉
が
五
右
准
門
の
妖
術
を
解
き
､

企
み
を
暴
き
'
雌
雄
の
剣
を
取
り
返
し
て
五
右
衛
門
を
助
け
る
d

｢木下謙狭間合戦｣絵尽し(国立文楽成功歳)
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